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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
各
地
の
保
健
所
の
体
制
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
。
保
健
所
は
、
感
染
症
担
当
で

は
な
い
保
健
師
に
つ
い
て
通
常
業
務
に
加
え
て
感
染
症
対
応
に
当
た
ら
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
に
よ
っ
て
こ
の
難
局
を

乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
政
府
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日
に
公
表
し
た
「
令
和
三
年
度
地
方
財
政
対
策
の
概
要
（
総

務
省
自
治
財
政
局
令
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日
）
」
（
以
下
「
概
要
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
縮
小
さ
れ
続
け
て
き

た
保
健
所
の
人
員
体
制
に
つ
い
て
「
保
健
師
の
恒
常
的
な
人
員
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
必
要
な
地
方
財
政
措
置
を
講
ず
る
」

方
針
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
の
保
健
所
の
体
制
整
備
及
び
今
後
の
保
健

所
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

概
要
に
「
感
染
症
の
拡
大
時
に
円
滑
に
業
務
が
で
き
る
よ
う
、
感
染
症
対
応
業
務
に
従
事
す
る
保
健
師
の
恒
常
的
な
人
員

体
制
を
強
化
」
す
る
と
あ
る
。
こ
の
「
恒
常
的
」
の
終
期
は
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
収
束
ま
で
な
の
か
。

ま
た
は
、
今
後
起
こ
り
う
る
感
染
症
の
拡
大
ま
で
想
定
し
た
体
制
な
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

概
要
に
は
、
令
和
四
年
度
ま
で
の
増
員
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
令
和
五
年
度
以
降
も
保
健
所
の
人
員
体
制
の
強



 

２ 

 

化
が
継
続
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
令
和
五
年
度
以
降
も
保
健
所
の
人
員
体
制
強
化
（
増
員
）
が
継
続

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
仮
に
令
和
五
年
度
以
降
の
増
員
が
な
い
場
合
に
も
令
和
四
年
度
ま
で
に
増
員
し
た
保
健
所
の
人
員
体

制
は
令
和
五
年
度
以
降
も
維
持
さ
れ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

概
要
に
は
「
現
行
の
一
・
五
倍
に
増
員
」
と
あ
る
。
令
和
四
年
度
ま
で
に
人
員
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
た
理
由
及
び

そ
の
理
由
を
達
成
す
る
た
め
に
二
倍
や
三
倍
で
は
な
く
一
・
五
倍
と
し
た
算
定
根
拠
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
令
和
四
年
度
に
人
員
を
一
・
五
倍
に
増
員
す
る
一
方
で
保
健
所
の
業
務
も
増
員
に
合
わ
せ
て
一
・
五
倍
に
増
や

す
方
針
は
あ
る
の
か
。
令
和
四
年
度
の
増
員
後
に
お
け
る
保
健
所
業
務
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。 

四 

概
要
に
よ
れ
ば
、
保
健
師
が
増
員
さ
れ
る
こ
と
は
明
確
に
さ
れ
て
い
る
が
、
採
用
さ
れ
る
保
健
師
の
質
を
ど
の
よ
う
に
確

保
す
る
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
増
員
さ
れ
る
保
健
師
が
い
わ
ゆ
る
「
正
規
雇
用
」
か
「
非
常
勤
」
か
、
新
卒
採
用
中
心

か
中
途
採
用
中
心
か
、
採
用
さ
れ
た
保
健
師
の
採
用
後
の
昇
進
等
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
は
既
に
保
健
所
で
職
務
に
従
事
す
る
保

健
師
と
同
様
の
も
の
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

感
染
症
の
拡
大
時
に
保
健
所
の
円
滑
な
業
務
遂
行
を
確
保
す
る
に
は
、
増
員
の
ほ
か
、
保
健
所
の
広
域
連
携
や
大
学
等
か



 

３ 

 

ら
の
保
健
師
の
派
遣
と
い
っ
た
別
の
方
策
も
想
定
し
う
る
。
保
健
所
の
円
滑
な
業
務
遂
行
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
施
策
も
促
進

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
は
保
健
師
等
の
派
遣
に
つ
い
て
、
「
令
和
二
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支

援
交
付
金
の
感
染
症
対
策
専
門
家
派
遣
等
事
業
の
交
付
対
象
と
な
る
」
こ
と
を
、
令
和
二
年
九
月
二
十
五
日
の
「
保
健
所
に

係
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
今
後
の
取
組
」
に
つ
い
て
」
に
て
各
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別

区
の
担
当
部
（
局
）
長
宛
に
通
知
し
て
い
る
。
現
時
点
で
、
本
事
業
に
お
け
る
保
健
師
の
派
遣
人
数
、
使
わ
れ
た
予
算
金
額

に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
令
和
二
年
十
二
月
十
四
日
に
各
都
道
府
県
衛
生
主
管
部
（
局
）
に
宛
て
た
事
務
連
絡
で
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
重
症
患
者
を
診
療
す
る
医
療
従
事
者
派
遣
体
制
の
確
保
事
業
」
や
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
等
医
療
チ
ー
ム
派
遣
事

業
」
に
お
け
る
派
遣
さ
れ
る
医
師
等
に
関
し
、
「
派
遣
元
医
療
機
関
等
に
お
い
て
は
、
補
助
基
準
額
の
引
上
げ
分
を
活
用
し

て
、
派
遣
さ
れ
る
医
師
・
看
護
師
等
の
処
遇
に
配
慮
す
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
保
健
師
に
対
す
る
同
様
の

配
慮
は
な
さ
れ
な
い
の
か
。
検
討
し
て
い
る
場
合
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
通
知
し
て
い
く
の
か
。
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


